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担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

担当係

下記、市営住宅の適正管理のため、適宜、改修工事等を行う。

市営鷹之橋住宅　24戸（1棟）

市営大輪住宅　　 68戸（3棟）

◆２６年度実施内容

・平成２５年度に実施した設計業務により市営鷹之橋住宅屋根外壁等改修工事、同工事の

監理業務委託を実施した。

【直接経費の内訳】

・市営鷹之橋住宅屋根外壁等改修工事費（47,196千円）

・市営鷹之橋住宅屋根外壁等改修工事監理業務委託料（1,728千円）

【財源の内訳】

国費（24,038千円）＋市債（24,000千円）＋一般財源（886千円）
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分野別計画
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適正に市営住宅を管理・運営します

2

平成１２年度以前

都市基盤
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実施計画対象

建築課

営繕係

2

公営住宅法・小牧市市営住宅条例・小牧市公営住宅等長寿命化計画

1

平成３１年度以降

住宅

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市営住宅や共同施設を適切に整備し、住宅に困窮する低額所得者に住宅を供給することに

より居住水準の向上を図る。
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国費（24,038千円）＋市債（24,000千円）＋一般財源（886千円）

◆２７年度実施内容

・小牧市公営住宅等長寿命化計画により築２５年を経過する住宅から順次、屋根及び外壁

等の改修工事を行う計画としており、平成３年に建築した市営大輪住宅１棟が平成２８年度

で２５年経過するため、改修工事の設計業務委託を実施する。

【直接経費の内訳】

・市営大輪住宅１棟屋根外壁等改修工事設計業務委託料（3,018千円）

【財源の内訳】

国費（1,034千円）＋一般財源（1,984千円）
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事業実施におけ

る課題

引き続き市営大輪住宅も計画的に修繕や改修を行うことにより、施設の長寿命化及

び、ライフサイクルコストの縮減を図る必要がある。
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市営鷹之橋住宅屋根外壁等改修工事により長寿命化計画に記載された工事が完了

し、目標を達成した。
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耐久性の向上等の改善手法を導入し、施設の長寿命化を図る。また、平成２２年３月

に小牧市公営住宅等長寿命化計画を策定しており、平成２６年度から順次長寿命化

型改善を行うことにより、修繕周期の延長などライフサイクルコストの縮減を図ってい

きたい。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

施設の長寿命化型改善などの手法を取り入れ、事業の効率化を進めつつ、今後も施

設を適切に整備し、住宅に困窮する低所得者に住宅を供給することにより、居住水準

の向上を図る必要がある。
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の改善案

判定理由

現在ある市営住宅は、平成元年、３年、５年及び１２年に建設されており、大半が築２

０年を超えている。今後施設の老朽化による修繕や改修等増加することが予測される

ため、事業を廃止すると住環境の悪化等により、住宅供給に支障をきたす恐れがあ

る。

小牧市公営住宅等長寿命化計画に基づき、市営大輪住宅１棟の屋根外壁等改修工

事設計業務委託を予定しており、平成２８年度に屋根、外壁の修繕周期に達するため

工事の設計を行う。設計の段階で耐久性の向上等の改善手法を洗い出し比較検討を

行う。
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一次評価のとおり。

ファシリティマネジメントの視点から、平成２２年３月に策定した小牧市公営住宅等

長寿命化計画に基づき計画的に改修工事を実施し、建物の長寿命化を図ること。
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